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北は北海道から南は九州までの全国の地域から選
出された地域評議員１８名、ワールドサービスミー
ティング評議員２名、オフィス幹事５名、全国オフ
ィススタッフ１５名のほかに、書記局の方々やサー
ビスに関心をもつオブザーバー参加のメンバーが一
堂に会し、それぞれの地域の抱える問題点や、それ
ぞれの立場上での問題、これからの日本のＡＡのた
めに今何ができるか、又何をなすべきかを討議する
日本ゼネラルサービスミーティングが、１１月２２
・２３・２４日の３日間にわたって、東京深川のホ
テルＢ＆Ｇで開催された。
このミーティングも回を重ねて３回目となるので

すから、開会の前からそちらこちらで再会を喜ぶ歓
声が上がり、肩を抱き合い握手を交わすそれぞれの
顔や声の発する熱気は、瞬く間に会場を埋め尽くす
のでした。
始まりはいかにもこのミーティングらしくテーマ

を『私の責任』としたオープン、ミーティングング
でした。指名された仲間が次々と壇上に上がり、そ
れぞれの思いや考えを話す間に時間はあっと言う間
に過ぎてしまい、すぐに昼食です。
ここでも又、お互いの無事を喜ぶ言葉が渦巻き、

長旅の疲れをいやすのに十分な親睦を図ることがで
きていたように思います。
食事が終わればすぐに討議が始まります。歓迎の

あいさつをＪＳＯの林氏が行い、引き続き全国それ
ぞれの地域評議員が問題提起という形で話をし、休
憩を挟んで全国各地からの地域現状報告を聞くとい
う、寸分の時間を借しむようなミーティングが夕食
後までも続きます。
休憩時間には、その話をした仲間に質問をする他

の地域の評議員がいたり、またその意見とは別の見
、 、解を持つ仲間かとの意見交換があったりと 誰もが

今日本のＡＡに必要なものは何なのか、自分たちの
やり方は間違えていないだろうか、もっと効率よく
メッセージを運ぶ方法はないだろうかと、本当に真
剣になって話し合っている姿からは、やはり日本の
ＡＡも着実に成長の道を歩んでいるということが、
実感として伝わってきます。
会議が終わったのは夜１０時を過ぎてしまったと

いうのに、それぞれの部屋に戻ってもまだ話し合い
を続けているという仲間がいるのも、ＡＡならでは
のことと思います。
翌日も同じく朝９時から夜の９時まで、それぞれ

の細分化されたテーマに基づいての話し合いです。
この中では、他のプログラムとの同時進行という

形を取りましたが、全国各地のオフィススタッフが
それぞれの抱える問題について話し合うミーティン
グももたれました。
誰もが、サービスについて真剣に考え、どのよう

にしたら『まだ苦しんでいる仲間たち』のもとへメ
ッセージが運べるかというテーマを一丸となって検
討していました。
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☆ＡＡ２０周年記念集会について
１．開催地 立候補したのは関東地域のみで、協

議の結果満場一致で採決。
２．運営について
①主 催 全国ＡＡグループ
②運営母体 実行委員会を設置
③事務局 ＪＳＯ
④集会推進委員 全国地域評議員
⑤実施企画書立案 事務局
⑥企画検討 第４回ＧＳＭ
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３ 「ＡＡ２０年の歩み」発刊について．
①発行準備室 ＪＳＯ
②資料収集 ＪＳＯ業務で行う
③編集企画立案 準備室スタッフ
④スタッフの構成 準備室に一任
⑤企画書提出 第４回ＧＳＭ

☆出版基本金の管理運営について
１．出版基本金『特別献金のお願い』内容の確認
２．運用と管理 ＪＳＯ
３．監査 日本ＧＳＭ財務委員会

☆地域での献金フォーラム開催推進について
１．各地域の地域評議員が推進し『献金フォーラ

ム』を開催すること。
２．ＪＳＯの仕事を理解してもらうために『ＪＳ

Ｏリーフレット』を用意すること。
３．ＡＡのサービス活動になぜ『献金』が必要な

のかを説明出来る資料を財務委員会が作成す
る事

☆ＧＳＭの地域分担金について
１．地域評議員１名につき５０、０００円に改定

☆ＧＳＭ事務局設置について
１．ＧＳＭ開催実施責任をＪＳＯに一任
２．ＪＳＯは事務局委員を任命
３．事務局委員は３名の開催責任者で構成
４，構成メンバーをＪＳＯスタッフ１名とボラン

ティア２名とすること
☆第４回ＧＳＭ開催時期について
１．開催時期を繰り上げること
２．開催日の設定については事務局が立案
３．各地域評議員の意見を考慮に入れて決定する

事
☆地域評議員の地域定足数の改定について
１．地域割については第４回ＧＳＭで検討
２．定足数についても同じ
３．改定の草案をＧＳＭ事務局で検討（ネットワ

ーク委員会とで行う）
☆ＢＯⅩ９１６の新体制について
１．発行責任をＧＳＭよりＪＳＯに移行
２．運営はオフィス幹事会が責任をもち、オフィ

ス幹事会より委員長を任命
３．編集委員会は９名のメンバーで構成

☆一緒にやろうメダルについて
新しくくる仲間とのコミュニケーションを大切に
するためにとの提案
１．作成することに同意
２．費用についてはＪＳＯ会計で予算化する

３．作成時期についてはＪＳＯに一任
☆メッセージの黙読カード作成について
１．作成することに同意
２．費用についてはＪＳＯに一任
３．作成時期についてはＪＳＯに一任

☆１２のステップ録音テープ作成について
１．ＧＳＭとしては作成しない
２．地域、地区、グループレベルで作成する必要

を感じた場合 「作成責任を明示すること」、
「アノニマスの説明を必ずテープに収めるこ
と」を遵守すること

☆ＡＡポスターの作成について
１．現在のポスターの掲示をＡＡメンバーに呼び

かけることを評議員が行う
２．現在のポスターの再版は行わない
３．現在のポスターの半分のサイズで作成予定
４．作成は現在のポスターがなくなったときに

☆ＡＡグループとミーティングの違いについて
『ＡＡグループとは』

ｌ．本人が二人以上で始めるなら妥当であろう
２．本人であること、ＡＡの伝統を遵守している
こと、自立していること、が確認された

３．苦しんでいる仲間にメッセージを運んでいる
ことも大切な要素、だと確認された

☆ＪＳＯの１９９２年の予算について
１．事業計画書、予算案ともに承認

☆ＡＡ書籍の頒布についての改定
１．従来のグループ１０％引きを改め、通常価格

で頒布すること
２．セントラルオフィス２０％引きは従来どおり
３．セントラルオフィスがメンバーに頒布する場

合は通常価格を上限とすること
４．従来の１０冊にたいして１冊のサービスは変

更しないこと
☆誕生メダル価格改定について
１．ワンデーから９カ月までのメダルを１枚２０

０円から２５０円に改定すること
２．１年以上のメダルを１枚５５０円から６００

円に改定すること
３．ラッフルチケットが印刷コストの上昇で、１

枚１０円から１８円とすること
§時期等はオフィス幹事会に一任
（オフィス幹事会はこれを受け、上記改定につい

ての文書を全国のグループに送り、情報徹底の期間
を考慮し、実施は１９９２年３月１日よりと決定し
た）
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☆ＡＡのサービス委員を選ぶ人について
１．選挙権者を代議員とすることを原則とするこ

と
２．選挙の性質によって、代議員の他に選挙権者

が生じた場合の基準については「ＡＡサービ
スマニュアル」を参考とし、集会に出席した
メンバーが同意した方法で行うものとし、次
回の会議の懸案事項とすること

． 、 、 、３ 改選 定足数 正副制を取る場合の任期責任
任期、選出時期、当選ライン、選挙の公示、
選挙手順についてはネットワーク委員の提案
（以下）を参考として実施し、次回に検討する
こと。

提案
１．集会という呼び名について

グループのサービスを委任する委員を選ぶため
の集会を地域集会と呼ぶこと

２．委員会という呼び名について
グループのサービスを地域レベルで行う活動を

委任された委員で構成された集会を地域委員
会と呼ぶこと。

☆ＷＳＭ評議員派遣費用について
１．評議員２名の派遣費用はＪＳＯの一般会計予

算に４００，０００円計上
２．各地域での報告会開催費用について
①全国のグループメンバーに『特別献金』を呼
びかけて行う。

②『特別献金』の依頼についてはＧＳＭ事務局
が責任を持って実施する。

③『特別献金』の内容は、旅費交通費とする。
④『特別献金』の目標達成額の積算は事務局が
行う。

⑤『特別献金』の開始時期については事務局で
検討し、文書によって依頼する。

§以上採択、同意事項を列挙いたしましたが、詳細
については１９９２年２月発行予定の報告書及び地
元評議員による報告会で報告致します。

北 陸 風 信北 陸 風 信北 陸 風 信北 陸 風 信

発刊半年を迎えて

『北陸風信』もお陰様で第６号を発行することがで
きました。今年夏の創刊号以来の半年間を振り返って
みますと、その有り様たるやまさに千鳥足の歩みでは
なかったろうかと思われます。
常習的な原稿不足に悩まされ、毎月２３日から２５

日には仕上がらなければならないのに （紙上では月、
末発行となっている）全く真っ白けというのが何回も
ありましたし、今からも続いて行くのではないかとい
う不安が、いつも胸の中に鉛のような重さで鎮座して
います。反対に原稿が集まり過ぎて、どう配列したら
よいかと頭を絞り、従来４頁のものを６頁にする場合
もあり、ハイヤーパワーの悪戯に編集局はいつも翻弄
されっぱなしです 『北陸風信』と書いて『きたぐに。
かぜだより』ともしも振り仮名がなかったら読める人
は殆どいないでしょう。北陸地方に住むＡＡの仲間同
志のコミュニケーションを増進したい、また関係者や
家族の方に、私たちアルコール中毒者が、何を考え、

何を思っているかを少しでも解ってもらいたい、その
ために小さな道具として新聞という形で何かが出来な
いだろうか、という願いで出発したのですが、まず最
初の関門は新聞の名称を決めることでした。

、 、いろいろな候補が出たのですが この目的からして
『北陸風信 （きたのくにのかぜのたより）というの』
が最終的に残り、編集長（といっても編集長兼割り付
け係兼何でも屋）の独断と偏見で「の」が２回も出て
くるのは長ったらしくて間延びがしているという理由
で『きたぐにかぜだより』最終的に決定したというの
がその経緯です。
ネームは決まったが、後は何とかなるだろうという

気持ちで出発してるので、創刊号は２頁で刊行、第２
号から５ミーティングの予定表を最終ページに入れて
やっと４頁になりました。
そのうちに関係者の方とお会いする機会があって

『風信』の綴じ代の件で提案を頂き、従来Ｂ４を二つ



4 1991 12 20 31( ) 年 月 日 日本日本日本日本ニューズレターニューズレターニューズレターニューズレター №

に折りＢ５サイズとし、折った所を綴じ代とするよ
うに様式を変更しました。初めはどうして作ろうか
と思ったのですが、やり始めると意外に簡単で、今
はこの様式が固定化しています。
仲間からの寄稿もぼつぼつ紙面を賑わすようにな

って来て、最初のころはグループ名と作者のニック
ネームを明記していたのですが、そのうちに仲間の
記事には作者名を記入しないことにしました。
一挙にこの行動に出るのにはいささか抵抗を感じ

たのですが、考えてみれば私たちが酒をやめたとき
には、次第次第に少しずつやめるなんて芸当はとて
も出来なかった訳で、今となれば思い切った手術を
してよかったと思っています。
最初のころはイベントに参加しての感想的なもの

が多かったのですが、最近になり遠方の仲間から随
筆的なものが寄せられるようになり、紙面にバラエ
ティが出て来ました。

又、先月号からは関係者の方の原稿が寄せられ心
から感謝しております。現在執筆をお願いしている
方も数名おられ、お願いをしますと大変快く引き受
けてくださり、こんなちっちゃな風信にも理解を示
して頂けるのかと、皆様のアルコール中毒者に対す
る心の広さに本当に感激してしまいます。
原稿を頂いたときの嬉しさは何とも言えないもの

で、風信を作っていて一番『やっていて良かった』
と思える瞬間です。いろいろな方に寄稿して頂き中
身のあるものにして行けたら良いなと心から願って
おります。
イベントの案内も載せるようにしていますが、大

低はＢＯＸ９１６のをそのまま転用させてもらうケ
ースが多いのですが、選択に迷う場合には、出来る
だけ仲間の参加し易い近距離のものを優先するよう
にしています。
コピーの終わった風信は出来るだけ多くの仲間に

配るのは勿論、県内の保健所や病院（精神病院を中
心として）に手渡しと郵送で届けています。
アルコールの問題を手掛けていてくださる担当の

方は特にご理解が深く 「風信を発行すること、また、
発行し続けることは仲間の連帯を深めるためにとても
有意義なことだと思いますよ。今後もご健闘を祈って
います』というお言葉を頂きましたし、発行部数の問
題や配布先については『石川県内ではＡＡは断酒会に
較べ、今一つ行政や他の機関には浸透が薄いようです
ね…。そういう意味ではアルコール中毒者は精神病院
に限らず一般病院にもいるわけで、普通の病院にもも
っともっと『風信』を届けてＡＡというものを知って
もらうことが大切だと思いますよ。広報というか、そ
ういうことも考えて行かなければねぇ…。その手段と
して『風信』もいいのじゃないの』という意見をうけ
たまわって、勇気百倍、頑張らなくっちゃあ、と熱く
なっているのは、我ながら病気だなぁと思ってしまい
ます。
自分一人の力では何も出来ないのであって、仲間と

ハイヤーパワーに助けられて、一号、一号発行を重ね
るしかないと自分に言い聞かせております。
いずれにしろ原稿不足です。どんな原稿も拒みませ

んし大歓迎です。皆様からのお便りをお待ちしており
ます。

ＡＡＡＡＡＡＡＡのののの未来未来未来未来にににに対対対対するするするする

われわれのわれわれのわれわれのわれわれの責任責任責任責任…………

共同の福利を第一にすること

共同体の一体性を守ること

われわれとこれからやって来る仲間の命がか

かっているのだから

左記、３種類のサービスマークを日本ＡＡアル
コホーリクス・アノニマスーは、商標法改正に
備え、発行する文書に積極的に使っています。
各グループでも、案内状、議事録等にＡＡの文
書であることを明確にするため、積極的に使用
下さることをお願い致します。


